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従来、MSC は Mesenchymal Stromal Cell または Mesenchymal Stem Cell の略称として、文

献や臨床の場では両義的に使われてきました。 

日本再生医療学会では、再生医療に関連する用語の整理と国際的整合性の確保を目的と

して、“Mesenchymal Stromal Cell（MSC）”に対する日本語訳を、従来の「間葉系幹細胞」か

ら「間葉系間質細胞」に統一する提案を令和 7 年 5 月に公表いたしました

（https://www.jsrm.jp/news/news-16348/）。 

この提案は、国際学術団体の国際細胞・遺伝子治療学会（ISCT）及び国際幹細胞学会

（ISSCR）において、研究や臨床で用いられる Mesenchymal Stem Cell と称される細胞の多

くは自己複製能や多分化能といった厳密な幹細胞の定義を満たすことが必ずしも確認され

ていないという科学的知見に基づき、これらの細胞の呼称として“Mesenchymal Stromal 

Cell”という用語が推奨されている 1,2ことを踏まえたものです。 

一方、これまで国内においては MSC の日本語訳として、「間葉系幹細胞」、「間葉系間質細

胞」、「間葉系間質細胞等」が用いられてきた経緯があり、医療現場や研究現場、制度実務

において一定の整合性と理解の共有が必要となっています。ただし、間葉系間質細胞や間

葉系間質細胞等と称される細胞群であっても、その中には自己複製能や多分化能といった

幹細胞性を持つ細胞が含まれている蓋然性があり 3、細胞加工物としてヒトに投与する場合

には、一般的な体細胞よりも異所性組織形成 4,5や塞栓症 6といったリスクを考慮する必要

があります（図参照）。 

図：間葉系間質細胞（MSC）の細胞集団と定義 

間葉系間質細胞：Mesenchymal Stromal Cell 

間葉系幹細胞：Mesenchymal Stem Cell は自己複製能と多分化能という幹細胞の特性を

持つ細胞集団 
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このため本学会では、用語の定義と制度的運用との整合性、さらには患者さんの安全性確

保の観点を重視し、学会内に「用語委員会」を設置し、科学的・制度的・倫理的な視点を交

えた総合的検討を行う方針といたしました。 

本学会としても、これまでの科学的知見を踏まえ、間葉系間質細胞の中に幹細胞性を有す

る細胞が含まれている可能性があることを明示するとともに、以下のような原則を共有するこ

とが重要であると考えます。 

● 幹細胞性を持つ細胞集団かどうかが厳密に確認されていない、または幹細胞性を持

つ細胞が多く含まれているかどうかが厳密に確認されていないのであれば、科学的・

生物学的議論においては日本語表記としては「間葉系間質細胞」、英語表記としては

Mesenchymal Stromal Cell (MSC）とすべきである 1。 

● 再生医療において細胞加工物として投与される場合には、たとえ厳密な生物学的観

点からは「間葉系間質細胞」としか呼べない細胞集団であっても、当該細胞画分には

従来の知見から、幹細胞性を持つ細胞（間葉系幹細胞）が含まれている蓋然性がある
3(図)。 

● 現在の科学的知見を踏まえると、MSC を用いた再生医療は、iPS/ES 細胞由来加工

物を用いた再生医療のように原料細胞の細胞種のみを根拠に高リスクには分類され

ない一方で、MSC は蓋然的な幹細胞性に起因する異所性組織形成のリスク 4,5や塞

栓症などのリスク 6があるとされることから、一般的な体細胞を用いた再生医療よりも注

意を要する。このため、MSC を用いた再生医療は一般的な体細胞を用いる再生医療

と同等の低リスクとして分類されることは妥当ではない。 

今回の用語整理の提案は、科学的・生物学的な整合性および国際調和の観点から用語の

統一的理解を促進するものであり、再生医療の信頼性確保と科学の進展を両立させること

を目的としています。 

本学会では、今後も、制度・倫理・学術の観点を横断的に踏まえた用語体系の整理と情報

発信に取り組んでまいります。本件の背景をご理解いただくとともに、今後の議論に対して

も積極的なご意見・ご協力を賜れますようお願い申し上げます。 
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厚生労働省．ヒト由来の間葉系幹細胞若しくは間葉系間質細胞を原料とするヒ
ト細胞加工製品の条件及び期限付承認並びにその後の有効性評価計画に関する
評価指標．（令和6年3月29日付厚生労働省医薬局医療機器審査管理課長通知
医薬機審発0329第4号）https://www.pmda.go.jp/files/000267915.pdf

注意）本図は細胞集団の定義について集合論的な概念を示したものであり、間葉
系幹細胞を示す楕円は、間葉系間質細胞中の存在比を示すものでは必ずしも
ありません。
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